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回転する棒の描く図形・２ 

 

 図１のような長さが３㎝の細い棒ＡＢがあります。この棒を，両端ＡとＢを交代で中心にして回転させま

す。例えば，Ａを中心に９０度，Ｂを中心に９０度，Ａを中心に９０度回転させると，図２のようになりま

す。このように，回転させるときには直前の回転で通過した部分と重ならないようにします。 

 円周率を３.１４として，次の問いに答えなさい。 

 

   図１     図２        図３ 

 

 

 

 

 

（１）Ａを中心に４５度，Ｂを中心に３０度回転させることを繰り返し行います。このとき，細い棒が通過

してできる図形の面積は何㎝２ですか。 

 

 

（２） 

 ① （１）において棒が回転したときにＢが中心となった位置を直線で結んでいきます。このような直線

によって囲まれた図形の正確な名前を答えなさい。例えば，図２においてＢが中心となった位置を直線

で結ぶと，図３の点線になります。 

 

 ② Ａを中心にａ度，Ｂを中心にｂ度回転させることを繰り返し行ったところ，Ｂが中心となった位置を

結ぶ直線によって囲まれた図形は①で答えた図形になりました。また，細い棒が通過してできる図形の

面積は（１）の
１

３
になりました。ａ，ｂの値を答えなさい。ただし，ａはｂ以上とします。 
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回転する棒の描く図形・２ （１）１４１.３㎝２ （２）①正２４角形 ②ａ＝２０，ｂ＝５ 

 

（１）ある程度図をかいてみると，図①のようになります。○印をつけた角の大きさは２つで 

１８０－４５＝１３５（度），●印をつけた角の大きさは２つで１８０－３０＝１５０（度）です。 

○×２＋３０＝１６５（度）なので，Ｂを直線で結んでいくと，となりあう直線は１６５度の角を作り

ます。また，●×２＋４５＝１９５（度），３６０－１９５＝１６５（度）なので，Ａを直線で結んで

いっても，となりあう直線は１６５度の角を作ります。 

   内角の大きさが１６５度ということは，３６０÷（１８０－１６５）＝２４より，Ｂを直線で結んで

もＡを直線で結んでも正２４角形ができるということです。よって，中心角が４５度のおうぎ形も中心

角が３０度のおうぎ形も２４個になりますから， 

３×３×３.１４×
４５＋３０

３６０
×２４＝１４１.３（㎝２）です。 

 

   図①            図② 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 ① （１）でみたように，正２４角形です。 

 ② ＢやＡを結んだ直線によって正２４角形ができる条件を考えます。図②のようにＡを中心に回転する

ときの角度をａ度，Ｂを中心に回転するときの角度をｂ度とします。○印をつけた角の大きさは２つで

（１８０－ａ）度，●印をつけた角の大きさは２つで（１８０－ｂ）度です。 

   Ｂを結ぶ直線は，（１８０－ａ＋ｂ）度の角を作り，Ａを結ぶ直線は， 

３６０－（１８０－ｂ＋ａ）＝（１８０－ａ＋ｂ）度の角を作るので，どちらの大きさも等しくなりま

す。１８０－ａ＋ｂ＝１６５より，ａ－ｂ＝１５となるので，ａとｂの大きさの差が１５度であれば，

正２４角形を作ることができます。 

   棒が通過した部分の面積が
１

３
になるためには，ａとｂの和が（４５＋３０）÷３＝２５（度）であれ

ばよいので，ａ＝２０，ｂ＝５です。 
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